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大
正
八
年
七
月
十
日

大
正
八
年
八
月
二
十
八
日

大
正
二
年
九
月
十
一

大
正
五
年
七
月
三

大
正
五
年
九

明
治
四
十
三
年
一
一
月
十
九
日

大
正
二
年
三
月

明
治
一
一
一
十
一
年
旧
三
月
二
十
六

日
（
新
五
月
十
五
日
？
）

明
治
三
十
四
年
四
月

明
治
四
十

明
治
四
十

明
治
二
十
八
年
一
月
五
日

略
年
譜

法
政
史
学
第
一
五
号

年
三
月

年
四
月

月日日

釜
石
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
校
、
在
校
中

二
年
生
よ
り
四
年
生
に
と
び
こ
し
進
級
す

右
を
卒
業
す

岩
手
県
立
遠
野
中
学
校
入
学
、
そ
の
九
月

よ
り
伊
能
嘉
矩
方
に
寄
寓
す

父
、
真
小
雄
（
五
十
四
才
）
没
す

右
を
卒
業
す
（
第
八
回
卒
業
生
、
同
期
二

十
八
名
）

第
二
高
等
学
校
第
一
部
乙
類
に
入
学
す

右
を
卒
業
す

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
に
入

学
、
国
史
学
を
専
攻
す

右
を
卒
業
す

宮
内
省
図
書
寮
に
勤
務
す
（
当
時
寮
頭
は

岩
手
県
上
閉
伊
郡
釜
石
町
大
字
釜
石
七
○

六
番
戸
（
中
妻
板
ヶ
沢
）
に
板
沢
真
小

雄
、
喜
智
の
五
男
と
し
て
生
る
（
実
は
一

月
一
日
生
）

母
喜
智
（
四
十
一
才
）
急
逝
す

大
正
十
一
一
一
年
一
月
二
十
一
一
一
日

大
正
十
三
年
七
月
一
日

大
正
十
四
年
四
月
一
日

ｌ
昭
和
二
年
三
月
三
十
一
日

（
大
正
十
四
年
九
月
三
十
日

大
正
十
二
年
四
月

大
正
十
一
年
六
月
三
十
日

大
正
十
一
年
八
月
十
日

大
正
十
二
年
四
月
五
日

大
正
十
年
三
月
一
一
一
十
一
日

大
正
十
年
四
月
七
日

大
正
十
年
四
月

大
正
十
一
年
六
月
二
十
日

大
正
十
年
一
一
一
月
二
十
三
日

恩
師
伊
能
嘉
矩
（
五
十
九
才
）
没
す
）

森
鴎
外
）

依
願
免
本
官
、
大
谷
勝
真
氏
の
話
に
て
学

習
院
に
転
ず
る
こ
と
と
な
り
、
病
気
の
理

由
に
て
退
職
す
る
と
き
は
、
そ
の
後
一
か

年
宮
内
省
関
係
に
奉
職
す
る
こ
と
能
わ
ざ

る
に
よ
り
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
と
し
て

退
職
す

学
習
院
講
師
を
嘱
託
さ
る

横
山
鶴
と
結
婚
す

東
京
帝
国
大
学
、
大
学
院
に
入
る

学
習
院
教
授
と
な
る
、
（
従
っ
て
大
学
院

籍
は
自
然
消
滅
）

従
七
位
に
叙
せ
ら
る

長
女
寛
子
生
る

学
習
院
中
等
科
兼
高
等
科
勤
務
を
命
ぜ
ら

る現
住
地
、
高
円
寺
一
ノ
ー
九
に
住
居
を
定

む
、
当
時
の
称
は
豊
多
摩
郡
杉
並
村
東
小

沢
二
六
な
り

長
男
純
男
生
る

正
七
位
に
叙
せ
ら
る

成
践
高
等
学
校
講
師
（
第
一
次
）

一一
一ハ
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昭
和
八
年
十
二
月

昭
和
五
年
一
月
十
二
日

昭
和
五
年
十
一
月
二
十
九
日

１
昭
和
十
二
年
七
月
十
九
日

昭
和
七
年
一
月
十
三
日

昭
和
七
年
七
月
一
日

（
昭
和
七
年
八
月
十
三
日

昭
和
七
年
十
一
月
十
二
日

昭
和
八
年
三
月
一
一
一
十
一
日

昭
和
四
年
四
月
一
日
ｌ
昭
和
八

年
三
月
三
十
一
日

昭
和
四
年
五
月
三
十
一
日

大
正
十
四
年
十
一
月
十
三
日

昭
和
二
年
七
月
一
日

昭
和
四
年
二
月
十
二
日

昭
和
四
年
三
月
一
日

大
正
十
五
年
二
月
二
十
五
日

昭
和
一
一
年
四
月
二
十
三
日

略
年
譜

学
習
院
、
地
理
歴
史
科
主
任
と
な
る

正
六
位
に
叙
せ
ら
る

兄
、
永
良
（
五
十
四
才
）
没
す
）

三
男
芳
男
生
る

昭
和
八
年
度
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
講
師

を
嘱
託
さ
る

日
本
大
学
講
師
を
嘱
託
き
る
、
爾
来
追
放

時
に
至
る

史
料
編
慕
掛
に
お
け
る
欧
文
日
本
史
料
取

調
を
嘱
託
さ
る

次
男
靖
男
生
る

女
子
学
習
院
講
師

学
習
院
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
起
草
委
員

を
命
ぜ
ら
る

次
女
達
子
生
る

東
京
駅
を
立
ち
欧
州
留
学
の
途
に
上
る

（
同
月
二
十
八
日
熱
田
丸
に
て
神
戸
解
績
）

従
六
位
に
叙
せ
ら
る

宮
崎
丸
に
て
神
戸
着
、
帰
朝
す

帝
国
学
士
院
よ
り
日
蘭
関
係
交
通
史
料
調

査
を
嘱
託
さ
る

成
践
高
等
学
校
講
師
（
第
二
次
）

昭
和
十
四
年
三
月
二
十
九
日

昭
和
十
四
年
四
月
五
日

昭
和
十
三
年
一
一
一
月
十
八
日

昭
和
十
一
一
一
年
三
月
十
九
日

昭
和
十
一
一
一
年
三
月
一
一
一
十
一
日

昭
和
十
四
年
三
月
十
六
日

昭
和
十
二
年
七
月
十
五
日

昭
和
十
一
一
一
年
三
月
九
日

昭
和
十
一
一
一
年
三
月
十
四
日
以
降

昭
和
十
二
年
四
月
十
二
日

昭
和
十
二
年
五
月
十
日

昭
和
十
二
年
一
一
一
月
三
十
一
日

昭
和
十
年
十
月
十
四
日

昭
和
十
年
一
一
一
月
三
十
日

昭
和
九
年
三
月
九
日

昭
和
九
年
四
月
十
八
日

勲
六
等
に
叙
し
瑞
宝
章
を
授
け
ら
る

学
習
院
中
等
科
兼
高
等
科
勤
務
を
兎
ぜ
ら

れ
、
高
等
科
兼
中
等
科
勤
務
を
命
ぜ
ら
る

昭
和
十
年
度
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
講

師
を
嘱
託
さ
る

日
本
古
文
化
研
究
所
長
黒
板
博
士
よ
り
オ

ラ
ン
ダ
風
説
書
調
査
に
関
す
る
委
員
を
嘱

託
さ
る

昭
和
十
二
年
度
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部

講
師
を
嘱
託
さ
る

三
女
和
子
生
る

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
「
中
御
門
天
皇
ノ

御
事
蹟
卜
御
時
代
」
に
つ
き
ご
進
講
す

従
五
位
に
叙
せ
ら
る

勲
五
等
に
叙
し
、
瑞
宝
章
を
授
け
ら
る

爾
後
数
か
年
に
わ
た
り
毎
週
月
曜
、
皇
后

陛
下
に
日
本
史
に
つ
い
て
ご
進
講
す

学
習
院
教
授
を
辞
す

正
五
位
に
叙
せ
ら
る

東
京
帝
国
大
学
助
教
授
と
な
る

天
皇
陛
下
に
「
宣
化
天
皇
御
事
蹟
」
に
つ

い
て
ご
進
講
す

史
学
会
評
議
員
に
当
選
す

天
皇
陛
下
に
「
後
鳥
羽
天
皇
御
事
蹟
」
に

二
一
一
一
七
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昭
和
十
四
年
四
月
十
六
日

昭
和
十
四
年
九
月
二
十
六
日

昭
和
十
六
年
十
月
一
日
以
降

昭
和
十
六
年
五
月
一
日

昭
和
十
六
年
七
月
二
日

昭
和
十
六
年
九
月
八
日

昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日

Ｉ
十
二
月
九
日

昭
和
十
四
年
十
月
七
日

昭
和
十
六
年
十
一
月
五
日

昭
和
十
五
年
十
二
月

昭
和
十
六
年
一
一
一
月
三
十
一
日

昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

昭
和
十
五
年
二
月
十
五
日

法
政
史
学
第
一
五
号

つ
い
て
ご
進
講
す

大
本
山
聖
護
院
門
跡
道
場
に
お
い
て
得
度

受
戒
す

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
「
後
醍
醐
天
皇
御

事
蹟
」
に
つ
い
て
ご
進
講
す

準
教
師
仁
補
せ
ら
れ
、
釜
石
市
観
音
寺
住

職
事
務
取
扱
を
命
ぜ
ら
る

九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
に
お
い
て
「
日

大
洋
学
思
想
史
」
（
四
十
時
間
）
を
集
中
出

張
講
義
を
な
す

律
師
に
楠
せ
ら
る

日
蘭
協
会
（
昭
和
十
七
年
四
月
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
協
会
と
改
称
）
評
議
員
理
事
と
な
る

在
京
遠
中
会
副
会
長
に
推
さ
る

権
大
律
師
と
な
る
（
寺
門
派
）
更
に
同

日
、
天
台
三
派
合
併
に
つ
ぎ
大
律
師
と
な

る文
部
省
よ
り
国
史
概
説
編
纂
を
嘱
託
さ
る

文
部
省
推
薦
図
書
委
員
を
嘱
託
さ
る

東
京
帝
国
大
学
特
設
防
護
団
文
学
部
参
与

と
な
る

拓
南
塾
に
お
い
て
隔
週
に
「
南
方
史
」
を

譜
ず

日
本
出
版
文
化
協
会
図
書
推
薦
委
員
を
委

二
三
八

嘱
さ
る
（
昭
和
十
七
年
七
月
七
日
ま
た
同

じ
）

昭
和
十
六
年
十
一
月
十
三
日
本
山
よ
り
観
音
寺
住
職
を
命
ぜ
ら
る

（
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
太
平
洋
戦
争
始
ま
る
）

昭
和
十
七
年
二
月
十
日
天
台
宗
教
学
審
議
会
議
員
と
な
る

昭
和
十
七
年
三
月
十
一
日
高
等
試
験
臨
時
委
員
と
な
る

昭
和
十
七
年
五
月
九
日
東
京
帝
国
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
る

昭
和
十
七
年
五
月
二
十
五
日
高
等
試
験
臨
時
委
員
と
な
る

昭
和
十
七
年
六
月
一
日
天
台
宗
第
二
回
中
央
教
学
講
習
会
講
師
を

嘱
託
さ
る

昭
和
十
七
年
七
月
八
日
勲
四
等
に
叙
し
、
瑞
宝
章
を
授
け
ら
る

昭
和
十
七
年
十
二
月
一
一
一
十
一
日
興
南
錬
成
院
講
師
を
嘱
託
き
る

昭
和
十
八
年
二
月
二
十
日
天
台
宗
の
大
東
亜
教
学
研
究
所
員
を
命
ぜ

ら
る

昭
和
十
八
年
二
月
一
一
十
二
日
高
等
試
験
臨
時
委
員
と
な
る

昭
和
十
八
年
五
月
十
日
財
団
法
人
多
摩
聖
蹟
記
念
会
参
与
を
嘱
託

さ
る

昭
和
十
八
年
五
月
十
二
日
東
京
帝
国
大
学
特
設
防
護
団
文
学
部
団
代

理
団
長
を
委
嘱
さ
る

昭
和
十
八
年
五
月
十
五
日
従
四
位
に
叙
せ
ら
る

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
六
日
木
山
よ
り
戦
時
特
別
布
教
師
と
し
て
中
央

委
員
会
に
推
薦
さ
る

昭
和
十
八
年
六
月
五
日
日
本
出
版
会
、
書
籍
委
員
、
雑
誌
委
員
を

委
嘱
き
る
（
辞
令
は
七
月
七
日
付
）
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昭
和
十
八
年
九
月
二
十
四
日

Ｉ
十
月
十
四
日

昭
和
十
八
年
十
月
一
日

昭
和
十
八
年
九
月
二
十
一
日

昭
和
十
八
年
六
月
二
十
二
日

昭
和
十
八
年
六
月
二
十
日

昭
和
十
九
年
一
月
十
二
日

昭
和
十
九
年
二
月
十
四
日

昭
和
二
十
年
四
月

昭
和
十
八
年
十
月
二
十
八
日

昭
和
二
十
年
四
月
二
十
六
日

略
年
譜

昭
和
二
十
年
四
月
二
日

在
京
釜
石
学
徒
会
結
成
式
挙
行
、
会
長
に

椎
さ
る

昭
和
十
八
・
九
年
度
学
友
会
委
員
を
委
嘱

さ
る

東
京
帝
国
大
学
報
国
隊
本
部
員
を
命
ぜ
ら

る満
州
国
に
出
張
し
大
同
学
院
研
究
所
に
お

い
て
日
本
史
を
講
ず

東
京
帝
国
大
学
特
設
防
護
団
文
学
部
団
副

団
長
を
委
嘱
き
る
（
新
機
構
）

天
台
宗
の
臨
時
普
通
教
師
検
定
会
委
員
を

命
ぜ
ら
る

日
本
出
版
会
よ
り
歴
史
雑
誌
部
門
の
資
格

審
議
会
臨
時
委
員
を
委
嘱
さ
る

天
台
宗
の
教
師
検
定
会
委
員
を
命
ぜ
ら
る

学
術
研
究
会
議
会
員
、
同
第
十
五
部
幹

事
、
研
究
動
員
委
員
会
幹
事
、
出
版
委
員

と
な
る

日
本
学
術
会
人
文
科
学
系
常
任
幹
事
を
命

ぜ
ら
る

海
軍
嘱
託
と
な
り
、
海
軍
技
術
研
究
所
に

お
け
る
戦
争
心
理
対
策
研
究
業
務
に
従
事

す
る
こ
と
と
な
る

家
族
（
妻
、
三
男
、
一
一
一
女
）
岩
手
県
遠
野

に
疎
開
す

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
六
日
自
宅
戦
災
に
て
焼
失
、
壕
と
元
大
平
氏
宅

空
家
に
て
四
世
帯
雑
居
生
活
を
な
す

昭
和
二
十
年
六
月
五
日
神
奈
川
県
津
久
井
郡
川
尻
村
一
二
一
一
一
一
番

地
八
木
茂
市
氏
方
に
移
転
す

昭
和
二
十
年
七
月
一
一
一
十
日
杉
並
区
東
田
町
一
丁
目
一
二
○
番
地
に
転

入
す
、
そ
の
こ
ろ
一
時
、
本
郷
区
西
片
町

一
○
番
地
い
の
二
二
号
抜
山
大
作
氏
方
に

寄
寓
す

（
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
）

昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日
学
術
研
究
会
議
の
戦
後
思
想
問
題
特
別
委

員
会
幹
事
を
命
ぜ
ら
る
（
神
道
問
題
に
つ

き
て
Ｇ
・
Ｈ
。
Ｑ
の
諮
問
に
答
う
べ
く
研
究

を
す
す
む
る
こ
と
と
な
れ
る
な
り
）

昭
和
二
十
年
十
二
月
一
一
一
日
以
降
毎
週
一
回
皇
后
陛
下
に
ご
進
講
奉
仕
、
追

放
時
に
至
る

昭
和
二
十
年
十
二
月
十
日
遠
野
よ
り
家
族
帰
京
す

昭
和
一
一
十
年
十
一
一
月
二
十
一
一
日
夜
分
、
御
文
庫
に
お
い
て
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
に
拝
謁
を
賜
わ
り
、
種
々
御
下
問
に

奉
答
す

昭
和
二
十
年
十
一
一
月
二
十
七
日
夜
分
、
高
松
宮
御
殿
に
参
殿
、
御
下
問
に

奉
答
す

昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
二
日
、
皇
族
御
懇
話
会
に
て
神
道
問
題
に
つ
き
ご

二
十
九
日
進
講
す

一

九
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法
政
史
学
第
一
五
号

昭
和
二
十
一
年
一
月
学
術
振
興
会
第
二
常
置
委
員
会
委
員
を
委

嘱
さ
る

昭
和
二
十
一
年
二
月
十
四
日
東
京
帝
国
大
学
の
憲
法
研
究
委
員
会
委
員

を
委
嘱
さ
る

昭
和
二
十
一
年
一
一
一
月
二
日
杉
並
区
高
円
寺
一
丁
目
二
六
番
地
（
後
、

昭
和
一
一
一
十
二
年
九
月
三
日
付
で
一
一
九
番
地

と
変
更
）
の
焼
跡
に
戻
る

昭
和
二
十
一
年
四
月
六
日
学
術
研
究
会
議
会
員
内
報
を
う
ぐ

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
十
三
日
赤
坂
離
宮
に
お
い
て
皇
太
子
殿
下
に
「
蘭

十
六
日
学
の
話
」
を
ご
進
講
す

昭
和
二
十
一
一
一
年
一
月
二
十
四
日
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
六
十
二
号
第
一
一
一
条

第
一
項
に
よ
り
本
官
を
免
ぜ
ら
る

間
も
な
く
釜
石
市
に
単
身
帰
り
、
観
音
寺

復
興
に
挺
身
す

昭
和
二
十
一
一
一
年
七
月
二
十
四
日
権
少
僧
都
に
補
せ
ら
る

昭
和
二
十
一
一
一
年
八
月
十
二
日
観
音
寺
復
興
入
仏
落
慶
法
要
を
行
な
う

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
八
日
平
和
観
音
堂
落
慶
入
仏
供
養
を
行
な
う

昭
和
二
十
六
年
十
月
一
一
一
日
追
放
解
除
さ
る

昭
和
二
十
六
年
十
二
月
二
十
日
盛
岡
地
裁
よ
り
昭
和
二
十
七
年
度
、
司
法

委
員
、
民
事
一
般
調
停
委
員
、
商
事
調
停

委
員
、
宅
地
建
物
調
停
委
員
に
選
任
の
報

知
あ
り

昭
和
二
十
七
年
一
月
十
日
岩
手
県
社
会
教
育
委
員
と
な
る

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
法
政
大
学
専
任
教
授
と
な
る

昭
和
三
十
一
一
一
年
四
月
一
日

昭
和
三
十
一
一
年
四
月
十
九
日

昭
和
三
十
二
年
五
月
三
十
一
日

昭
和
一
一
一
十
二
年
十
月
二
十
四
日

昭
和
一
一
一
十
二
年
三
月
十
一
日

昭
和
三
十
一
年
四
月
十
八
日

昭
和
三
十
一
年
十
月
十
五
日

昭
和
三
十
一
年
十
一
月
三
十
日

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四

日

昭
和
一
一
十
九
年
十
一
一
月
四
日

昭
和
三
十
年
四
月
一
日

昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日

昭
和
二
十
八
年
四
月
’
二
十
九

年
三
月

昭
和
二
十
八
年
九
月
七
日

文
学
博
士
の
学
位
を
う
ぐ

日
本
大
学
大
学
院
講
師
を
嘱
託
さ
れ
、
没

す
る
に
至
る
（
但
し
三
十
六
・
七
年
度
は

博
士
課
程
の
学
生
な
か
り
し
を
以
て
事
実

上
出
講
せ
ず
）

釜
石
市
よ
り
高
円
寺
に
住
民
登
録
を
移
す

権
大
僧
都
に
補
せ
ら
る

文
部
省
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
委

員
を
嘱
託
き
る
（
任
期
二
か
年
）

大
僧
都
に
補
せ
ら
れ
、
天
台
宗
寺
門
派
の

教
学
部
長
に
任
ぜ
ら
る

軽
度
の
脳
動
脈
硬
化
症
に
か
か
る

神
奈
川
大
学
講
師
を
依
願
退
職
す

文
部
省
よ
り
私
立
大
学
研
究
設
備
琴
議
会

委
員
を
委
嘱
さ
る

法
政
大
学
史
学
科
主
任
教
授
、
法
政
大
学

史
学
会
会
長
と
な
る
（
昭
和
三
十
四
年
度

薬
師
堂
落
慶
法
要
、
本
山
よ
り
特
派
大
導

師
以
下
の
来
山
あ
り

少
僧
都
に
楠
せ
ら
る

神
奈
川
大
学
講
師
を
嘱
託
さ
る

●

義
宮
殿
下
に
日
本
史
を
ご
進
講
す

二
四
○
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昭
和
三
十
六
年
五
月
十
五
日

昭
和
三
十
六
年
六
月
一
一
十
六
日

昭
和
一
一
一
十
六
年
二
月
二
十
八
日

昭
和
三
十
六
年
四
月
二
十
七
日

昭
和
一
一
一
十
五
年
十
二
月
二
十
四

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日

昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日

昭
和
三
十
五
年
十
一
月
十
日

昭
和
三
十
一
一
一
年
五
月
十
六
日

昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日

昭
和
一
一
一
十
三
年
十
一
月
一
日

昭
和
一
一
一
十
三
年
十
月

日

略
年
譜

ま
た
同
じ
）

願
い
に
よ
り
天
台
寺
門
宗
の
教
学
部
長
を

解
任
さ
れ
、
教
学
審
議
会
委
員
を
命
ぜ
ら

ろ日
本
歴
史
地
理
学
会
会
長
に
就
任
、
没
す

る
に
至
る

教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
委
員
を
委

嘱
ざ
る
（
第
二
部
会
長
に
就
任
）

私
立
大
学
研
究
設
備
審
議
会
委
員
を
委
嘱

き
る
（
任
期
は
昭
和
三
十
六
年
一
一
一
月
三
十

一
日
ま
で
）

釜
石
市
市
誌
編
纂
委
員
を
委
嘱
さ
る

椎
僧
正
に
補
せ
ら
る

天
台
寺
門
宗
宗
機
顧
問
に
任
ぜ
ら
ろ

日
本
人
類
学
会
昭
和
三
十
六
年
三
十
七
年

度
評
議
員
と
な
る

東
京
医
科
大
学
病
院
（
内
科
）
に
入
院
す

ほ
ぼ
快
愈
し
退
院
す

再
度
入
院
、
内
科
に
は
一
週
間
ほ
ど
に
て

外
科
に
移
さ
る

腹
部
切
開
の
手
術
を
う
ぐ

願
に
よ
っ
て
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議

会
委
員
を
免
ぜ
ら
る

昭
和
三
十
七
年
七
月
一
一
十
九
日

昭
和
三
十
七
年
七
月
十
五
日

昭
和
三
十
七
年
七
月
十
五
日

昭
和
三
十
七
年
七
月
十
五
日

昭
和
三
十
七
年
七
月
十
九
日

昭
和
三
十
六
年
七
月
一
一
十
九
日

昭
和
三
十
七
年
一
一
一
月
二
日

昭
和
三
十
七
年
七
月
十
四
日

退
院
す

ま
た
ま
た
発
病
、
自
宅
に
お
い
て
臥
床
、

闘
病
生
活
に
入
る

天
台
寺
門
宗
本
山
よ
り
本
覚
院
の
院
号
を

贈
ら
る

没
す

勲
三
等
に
叙
し
瑞
宝
章
を
授
け
ら
る

僧
正
に
補
せ
ら
る

杉
並
区
高
円
寺
二
丁
目
、
真
盛
寺
に
お
い

て
東
京
の
葬
儀
を
行
な
う

釜
石
市
観
音
寺
に
お
い
て
釜
石
の
葬
儀
を

行
な
う

四
一
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○
未
発
表
、
未
刊
行
の
も
の
に
つ
い
て
は
愚
の
印
を
付
し
た
。
発
表
、

刊
行
の
分
に
つ
い
て
は
は
「
」
は
著
書
、
「
」
は
論
文
お
よ
び

小
文
の
類
と
す
る

大
正
七
年
愚
蘭
人
治
下
の
台
湾
（
訳
稿
）

大
正
八
年
②
北
畠
氏
の
東
国
経
略
（
卒
業
論
文
）

大
正
十
年
「
運
命
に
光
あ
ら
し
め
よ
」
（
養
真
二
七
）

大
正
十
一
年
『
最
新
日
本
歴
史
受
験
の
研
究
』
（
高
岡
書
店
）

「
も
ど
か
し
い
事
で
す
」
（
養
真
青
年
会
「
富
嶽
」
三
）

「
随
感
録
」
（
調
和
一
三
五
）

「
旧
学
習
院
に
就
い
て
」
（
学
習
院
時
報
ご

大
正
十
二
年
「
滝
沢
馬
琴
の
書
簡
」
（
歴
史
地
理
四
一
ノ
三
）

大
正
十
一
一
一
年
「
国
史
講
座
」
（
よ
ろ
こ
び
ニ
ノ
四
）

「
台
湾
見
聞
記
」
（
歴
史
地
理
四
三
ノ
四
）

大
正
十
四
年
『
修
正
日
本
歴
史
受
験
の
研
究
』
（
高
岡
書
店
）

「
北
畠
親
房
の
常
陸
下
着
は
漂
着
に
あ
ら
ず
」
（
歴
史
と

地
理
一
五
ノ
ー
）

「
東
亜
の
時
局
と
歴
史
教
育
」
（
歴
史
地
理
四
六
ノ
四
）

大
正
十
五
年
「
旧
学
習
院
の
教
育
と
そ
の
学
風
」
（
歴
史
地
理
四
八

ノ
六
）

「
満
洲
に
於
け
る
邦
人
の
発
展
と
其
の
将
来
」
（
地
理

著
書
、
論
文
目
録

法
政
史
学
第
一
五
号

学
研
究
三
ノ
ー
）

「
青
山
忠
徳
君
の
追
憶
」
（
多
紀
郷
友
会
「
郷
友
」
一

○
己

昭
和
二
年
「
日
本
歴
史
の
主
な
こ
』
（
帝
国
書
院
）

「
奈
良
県
宇
陀
郡
水
分
宮
の
鐘
銘
に
就
て
」
（
考
古
学

雑
誌
一
七
ノ
ー
）

「
善
逝
主
義
」
（
輔
仁
会
雑
誌
一
二
九
）

「
阿
里
山
登
り
」
（
地
理
学
研
究
四
ノ
三
）

「
或
る
志
士
の
死
Ｉ
家
里
松
寿
に
つ
き
て
」
（
歴
史
地

理
四
九
ノ
三
）

「
明
治
維
新
と
南
朝
の
遺
畜
」
（
歴
史
と
地
理
一
九
ノ

ー一一）

昭
和
三
年
『
学
習
院
五
十
年
史
」
（
本
紀
執
筆
）

②
和
蘭
略
史
（
訳
稿
）

「
伊
能
先
生
小
伝
」
「
台
湾
文
化
志
践
」
（
伊
能
嘉
矩

箸
『
台
湾
文
化
志
』
所
載
）

昭
和
四
年
「
和
蘭
国
立
文
書
館
に
存
す
る
日
蘭
通
交
史
料
特
に
商

館
日
誌
に
就
て
」
（
歴
史
地
理
五
一
一
一
ノ
五
）

「
慶
長
の
遣
使
支
倉
一
行
の
跡
を
尋
ね
て
」
（
史
苑
ニ

ノ
ニ
）

「
和
蘭
に
存
す
る
維
新
史
料
、
特
に
文
久
二
年
日
本
使

節
の
和
蘭
訪
問
に
つ
い
て
」
（
明
治
文
化
研
究
五
ノ
六
）

「
日
蘭
通
交
の
発
端
」
（
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
一
一
一
一
六
）

「
和
蘭
の
政
治
及
び
教
育
に
就
い
て
」
（
学
習
院
時
報

一

四
一

一
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一
四
）

「
郷
土
史
家
の
提
携
を
希
望
す
」
（
歴
史
地
理
五
四
ノ

ーハ）

昭
和
五
年
愚
フ
ア
レ
ン
タ
イ
ソ
日
本
志
（
訳
稿
）

「
日
本
使
節
羅
馬
入
城
図
と
称
せ
ら
る
る
一
壁
画
に
つ

い
て
」
（
学
習
院
史
学
会
戈
報
ご

「
緋
漁
と
和
蘭
の
海
事
発
展
」
（
歴
史
地
理
五
五
ノ
ー
）

「
ス
ロ
イ
ス
提
督
母
堂
訪
問
記
」
（
明
治
文
化
六
ノ
ご

「
羅
馬
法
王
庁
図
書
館
備
忘
録
」
（
明
治
文
化
六
ノ
三
）

「
碧
眼
録
」
（
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
一
三
八
）

「
蘭
館
員
の
観
た
る
日
本
の
郷
士
」
（
郷
士
創
刊
号
）

「
古
四
王
神
社
老
」
（
歴
史
地
理
五
五
ノ
ー
）

「
後
光
明
天
皇
の
御
事
蹟
」
（
教
材
講
座
六
ノ
三
）

「
国
史
に
現
は
れ
た
る
世
界
観
の
発
展
」
（
海
軍
省
教

育
局
思
想
研
究
資
料
四
○
・
四
つ

昭
和
六
年
「
佐
賀
の
蘭
学
者
金
武
良
哲
先
生
に
就
い
て
」
（
中
外

医
事
新
報
一
、
一
七
七
）

「
採
集
帖
よ
り
」
（
郷
士
研
究
五
ノ
六
）

昭
和
七
年
「
蘭
学
の
意
義
と
蘭
学
創
始
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」

（
歴
史
地
理
五
九
ノ
ー
、
二
、
五
、
六
）

「
鎖
国
時
代
に
於
け
る
外
国
婦
人
の
入
国
禁
止
に
つ
い

て
」
（
史
学
雑
誌
四
三
ノ
ー
）

「
厚
生
新
編
訳
述
考
」
（
史
学
雑
誌
四
三
ノ
八
）

「
ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
デ
ル
フ
ォ
ル
ト
の
日
本
に

著
書
・
論
文
目
録

於
け
る
医
務
報
告
書
（
安
政
四
・
五
年
に
つ
い
て
と

（
中
外
医
事
新
報
で
一
八
八
）

「
蘭
学
の
内
容
と
蘭
学
者
の
態
度
」
（
明
治
聖
徳
記
念
学

会
紀
要
三
八
）

日
本
関
係
の
オ
ラ
ン
ダ
人
名
（
岩
波
西
洋
人
名
辞
典
所

収
）

「
ラ
イ
デ
ン
に
於
け
る
シ
ー
ポ
ル
ト
記
念
展
覧
会
」
（
中

外
医
事
新
報
一
、
二
七
八
’
七
九
）

昭
和
八
年
『
蘭
学
の
発
達
』
（
暗
椒
臘
躯
）
（
岩
波
書
店
）

「
蘭
船
来
航
の
由
来
」
（
人
情
地
理
日
欧
交
渉
文
化
号
）

「
厚
生
新
編
事
攪
要
に
就
い
て
」
（
中
外
医
事
新
報
一
二

○
一
・
二
）

昭
和
九
年
「
鎖
国
及
び
鎖
国
論
に
つ
い
て
」
（
明
治
文
化
研
究
論

叢
）

「
連
綿
性
の
原
理
」
（
互
助
二
五
）

昭和十年『新体皇国史』四冊（》藝辨錘》癖）（盛林堂）
「
蘭
学
者
と
し
て
の
景
岳
先
生
」
（
景
岳
会
を
報
一
）

「
世
界
政
策
に
雄
飛
し
た
る
和
蘭
東
印
度
会
社
」
（
日
本

及
日
本
人
）

「
日
本
科
学
史
上
に
於
け
る
シ
ー
ポ
ル
ト
の
地
位
」
（
科

学
五
ノ
一
○
）

「
欧
洲
に
於
け
る
日
本
学
建
設
者
と
し
て
の
シ
ー
ポ
ル

ト
」
（
日
独
文
化
講
演
集
シ
ー
ポ
ル
ト
記
念
号
）

二
四
三
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法
政
史
学
第
一
五
号

「
山
岡
家
所
蔵
の
和
魯
通
言
比
考
に
つ
い
て
」
（
学
習
院

史
学
会
食
報
六
）

「
松
平
定
信
と
神
武
の
道
」
（
日
本
大
学
文
学
科
研
究
年

報
ご

昭
和
十
一
年
『
新
体
皇
国
史
教
授
備
要
」
二
冊
（
盛
林
堂
」

『
女
子
新
体
皇
国
史
』
三
冊
（
盛
林
堂
）

「
伊
藤
圭
介
の
蘭
文
「
勾
玉
考
」
解
題
」
（
施
福
多
先
生

文
献
聚
影
）

「
碧
眼
に
映
じ
た
四
天
王
寺
」
（
四
天
王
寺
三
ノ
四
）

「
国
史
に
於
け
る
文
化
圏
と
時
代
理
念
と
の
関
係
」
（
歴

史
教
育
ニ
ノ
六
、
七
、
九
）

「
旧
西
班
牙
王
室
所
蔵
の
日
本
甲
冑
・
明
治
時
代
初
期

の
西
洋
礼
式
論
・
陸
軍
楽
隊
が
私
人
の
招
請
に
応
じ
た

始
め
」
（
愛
亭
史
話
）
（
学
習
院
史
学
会
々
報
七
）

「
お
公
卿
さ
ま
と
穴
苣
（
愛
亭
史
話
×
学
習
院
史
学
会

を
報
七
）

昭
和
十
二
年
『
阿
蘭
陀
風
説
書
の
研
究
』
（
日
太
古
文
化
研
究
所
）

「
原
六
郎
翁
伝
』
三
冊
（
米
林
富
男
と
共
編
）

「
江
戸
時
代
の
百
科
全
書
「
厚
生
新
編
』
」
（
東
京
日
々
新

聞
）

昭
和
十
一
一
一
年
「
和
蘭
人
の
東
万
発
展
」
（
歴
史
教
育
一
三
ノ
ー
）

ワ
ー
ポ
ル
ト
の
第
一
回
渡
来
の
使
命
と
彼
の
日
本
研

究
特
に
日
蘭
貿
易
の
検
討
に
つ
い
て
」
ｓ
シ
ー
ポ
ル
ト

研
究
』
所
収
）

「
国
際
交
渉
秘
録
「
出
島
蘭
館
日
誌
」
村
上
博
士
の
偉

業
」
（
書
評
）
（
読
売
新
聞
四
月
二
十
七
日
）

「
村
上
直
次
郎
博
士
「
出
島
蘭
館
日
誌
上
（
書
評
）
（
東

京
朝
日
新
聞
六
月
十
三
日
）

「
オ
ラ
ン
ダ
人
の
伝
へ
た
西
洋
科
学
」
（
ラ
ジ
オ
講
演
講

座
四
四
）

「
日
本
諸
学
講
座
自
然
科
学
史
篇
」
（
書
評
×
週
刊
朝
日

十
二
月
四
日
）

昭
和
十
四
年
『
伊
能
友
寿
翁
年
譜
』
・
「
伊
能
嘉
矩
先
生
小
伝
』

「
新
体
皇
国
史
新
制
版
』
四
冊
（
盛
林
堂
）

「
日
本
と
欧
米
と
の
関
係
」
ｓ
日
本
文
化
史
大
系
」
江
戸

後
期
文
化
、
所
収
）

「
日
蘭
文
化
交
渉
に
於
け
る
人
的
要
素
」
（
史
学
会
編

「
東
西
交
渉
史
論
』
所
収
）

「
辞
書
及
び
文
法
書
の
編
纂
と
蘭
学
の
発
達
」
（
史
学
雑

誌
五
○
ノ
五
）

「
蘭
学
と
儒
学
と
の
交
渉
及
び
幕
府
の
対
蘭
学
政
策
」

（
「
近
世
日
本
の
儒
学
』
所
収
）

「
国
学
と
洋
学
」
（
国
語
と
国
文
学
一
六
ノ
ー
○
）

「
日
唐
通
交
に
於
け
る
国
書
問
題
に
つ
い
て
」
（
史
林
二

四
ノ
｜
）

昭
和
十
五
年
「
杉
田
玄
白
の
蘭
学
事
始
」
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

「
昔
の
南
洋
と
日
本
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

「
国
史
を
貫
く
肇
国
精
神
』
（
教
学
叢
書
特
輯
一
五
）

二
四
四
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『
大
東
亜
共
栄
圏
講
座
、
一
’
四
講
』
（
ラ
ジ
オ
講
演
講

座
一
二
二
）

「
外
人
の
観
た
「
夜
明
け
前
の
日
本
」
」
（
国
際
文
化
）

「
高
島
秋
帆
と
そ
の
書
」
（
害
之
友
六
ノ
三
）

「
蘭
学
の
形
態
と
役
割
」
（
太
平
洋
、
蘭
領
印
度
特
輯
号
）

「
和
魯
通
言
比
考
に
つ
い
て
」
（
学
鐙
）

「
和
蘭
人
の
墓
に
つ
い
て
」
（
日
蘭
協
会
々
報
二
）

「
和
蘭
人
の
蘭
印
経
営
」
（
興
亜
時
代
ニ
ノ
一
○
）

「
華
山
先
生
が
長
崎
に
行
っ
た
か
ど
う
か
」
（
新
風
士

記
一
ノ
三
）

「
御
朱
印
船
の
話
」
（
南
方
共
栄
圏
大
展
覧
会
案
内
書
）

十
一
月
大
阪
高
島
屋

「
史
上
に
見
え
た
我
が
国
と
南
洋
の
交
渉
」
（
青
年
と
教

育
）

「
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
」
（
富
山
房
「
国
史
辞
典
』

二
所
収
）

「
紅
毛
受
難
記
」
（
帝
国
大
学
新
聞
）

「
国
史
辞
典
」
（
書
評
）
（
帝
国
大
学
新
聞
）

「
人
名
と
異
名
の
話
」
（
形
成
七
・
八
）

｜
理
論
と
実
際
」
「
噴
水
は
水
源
よ
り
高
く
あ
が
ら
ぬ
」

「
蛇
を
竹
筒
に
入
れ
て
得
意
に
な
る
な
」
（
高
円
寺
便
り

⑩
）
八
以
下
（
高
）
と
あ
る
塗
局
円
寺
便
り
（
樹
心
）

（
釜
石
市
宝
樹
寺
樹
心
学
寮
発
行
）
ｖ

「
分
給
」
「
野
火
」
「
次
代
の
前
進
」
（
高
②
）

著
書
・
論
文
目
録

二
日
一
日
」
「
心
身
か
身
心
か
」
（
高
③
）

「
放
送
を
了
へ
て
」
（
高
例
）

「
故
山
に
親
し
む
」
（
高
⑤
）

「
厳
粛
な
る
秋
」
（
高
⑥
）

「
郷
士
に
寄
す
る
言
葉
」
（
高
、
）

「
天
佑
と
祈
り
」
（
高
⑧
）

「
釜
石
鉱
山
略
史
」
Ｒ
１
国
（
釜
石
史
談
⑩
Ｉ
⑤
）
（
か

ま
い
し
六
九
’
七
三
）

「
郷
社
尾
崎
神
社
」
（
釜
石
史
談
⑥
）
（
か
ま
い
し
七
四
）

昭
和
十
六
年
④
観
音
寺
板
沢
家
相
続
系
図
稿

『
早
稲
田
講
義
録
国
史
』

「
江
戸
時
代
に
於
け
る
地
動
説
の
展
開
と
其
の
反
動
」

（
史
学
雑
誌
五
二
ノ
ー
）

「
江
戸
時
代
に
於
い
て
西
洋
科
学
思
想
の
我
が
国
に
及

ぼ
し
た
影
響
」
（
歴
史
〔
歴
史
教
育
改
題
］
五
ノ
ミ

一一、一一一）

「
出
島
版
の
少
］
日
自
昊
に
つ
い
て
」
（
学
鐙
）

「
日
蘭
貿
易
の
理
解
に
役
立
つ
種
本
の
紹
介
」
（
日
蘭
協

会
を
報
三
）

「
古
医
方
唱
道
の
歴
史
的
意
義
」
（
日
本
医
史
学
雑
誌
一

二
九
○
）

「
日
太
を
中
軸
と
す
る
国
際
文
化
の
交
流
「
欧
米
乞

（
師
範
大
学
講
座
八
）

「
日
本
近
世
科
学
思
想
史
」
日
（
歴
史
一
六
ノ
ー
）

二
四
五
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史
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「
日
本
文
化
に
影
響
せ
る
外
国
人
」
（
国
史
と
人
物
）

目
黒
書
店

「
邦
人
の
海
外
発
展
を
必
然
的
た
ら
し
め
た
海
外
依
存

物
資
の
研
究
」
（
拓
殖
論
叢
）
日
本
拓
殖
協
会

（
紹
介
三
題
）
「
新
撰
洋
学
年
表
の
蘭
訳
・
函
館
戦
争
で

悲
壮
の
最
後
を
遂
げ
た
シ
ー
ポ
ル
ト
の
孫
・
ア
イ
ヌ
の

研
究
」
（
歴
史
地
理
七
七
ノ
五
）

「
種
痘
の
日
本
起
源
拾
遺
」
（
東
京
朝
日
新
聞
）

「
幸
田
成
友
博
士
箸
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
小

伝
」
（
三
田
評
論
）

「
和
蘭
略
史
稿
（
上
世
よ
り
中
世
に
至
る
ビ
（
日
蘭
協

会
を
報
四
）

「
亜
細
亜
に
於
け
る
日
本
人
の
活
動
」
（
東
京
日
日
新
聞

一
月
六
・
七
・
八
日
）

「
大
東
亜
共
栄
圏
の
歴
史
的
性
格
」
（
興
亜
時
代
）

「
日
本
人
の
生
命
観
」
（
建
武
六
ノ
ー
）

「
嘱
託
」
（
歴
史
教
育
一
五
ノ
三
）

「
最
近
の
日
本
歴
史
の
良
書
」
（
東
京
朝
日
新
聞
、
四
月

六
日
）

「
菊
池
勤
王
史
」
（
書
評
）
（
東
京
朝
日
新
聞
七
月
二
一

日
）

「
御
達
者
」
（
放
送
、
創
刊
号
）

「
御
達
者
と
御
蔭
様
」
（
修
験
）

「
自
信
を
も
て
」
（
高
⑨
）
（
樹
心
）

二
四
六

詞
戦
陣
訓
・
運
だ
ね
」
（
高
⑩
）

「
春
来
り
な
ぱ
」
（
高
⑪
）

「
お
達
者
と
お
稽
古
」
（
高
⑫
）

「
宝
樹
ヶ
丘
の
ア
ン
テ
ナ
」
「
お
蔭
さ
ま
」
（
高
⑬
）

「
散
り
き
れ
」
「
こ
の
母
こ
の
子
」
（
高
⑭
）

「
三
敬
」
（
高
田
）

「
涼
風
」
（
高
⑱
）

「
神
の
語
義
」
（
高
⑰
）

二
億
の
力
一
人
の
力
（
上
と
（
高
⑱
）

．
億
の
力
一
人
の
力
（
下
と
（
高
⑬
）

「
な
つ
ち
ょ
い
」
（
高
鋤
）

「
村
社
八
雲
神
社
、
大
天
山
観
音
寺
」
（
釜
石
史
談
、
）

（
か
ま
い
し
七
六
）

皐
楽
師
堂
敬
天
律
師
」
（
釜
石
史
談
⑧
）
（
か
ま
い
し
七

八
）

「
明
峰
山
石
応
寺
」
「
佐
野
直
方
の
墓
」
「
菊
池
熊
太

郎
」
（
釜
石
史
談
⑨
ｌ
⑪
）
（
か
ま
い
し
七
九
）

戸
女
坂
の
殺
生
禁
断
碑
」
（
か
ま
い
し
八
○
）

「
台
場
と
大
砲
場
」
「
平
田
の
御
番
所
」
（
か
ま
い
し
八

一
）

「
釜
石
の
沿
革
⑩
Ｉ
⑨
」
（
か
ま
い
し
八
二
－
八
五
）

昭
和
十
七
年
『
南
方
圏
文
化
史
講
話
」
（
盛
林
堂
）

「
日
本
人
の
南
洋
発
展
史
料
」
（
工
業
技
術
）

「
蘭
医
を
煩
は
し
た
難
病
の
話
」
（
文
芸
春
秋
）
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「
和
蘭
の
蘭
印
経
営
史
」
（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
五

七
）

「
甲
板
老
」
（
学
鐙
四
六
ノ
六
）

「
日
欧
通
交
史
」
（
書
評
）
（
三
田
新
聞
八
月
五
日
）

「
梅
里
先
生
」
（
文
芸
春
秋
）

「
南
方
圏
文
化
問
題
総
論
」
（
大
日
本
仏
教
会
編
『
南
方

宗
教
事
情
と
そ
の
問
題
』
所
収
）

「
日
本
と
呂
宋
」
（
東
京
日
日
新
聞
）

「
必
殺
の
断
と
必
活
の
妙
」
（
帝
国
大
学
新
聞
七
月
六

日
）

「
め
ぐ
り
来
る
日
を
前
に
」
（
帝
国
大
学
新
聞
一
二
月
七

日
）

「
寝
て
ゐ
て
人
を
起
す
べ
か
ら
ず
」
（
高
⑳
）
（
樹
心
）

「
紙
つ
ぶ
て
」
（
高
⑫
）

「
天
災
と
国
防
」
（
高
㈱
）

「
有
成
」
（
高
⑭
）

「
釜
石
史
談
続
き
」
（
高
畑
）

昭
和
十
八
年
⑦
遠
野
南
部
氏
の
勤
皇
事
歴

「
天
壌
無
窮
史
観
』
（
日
光
書
院
）

『
釜
石
史
談
釜
石
製
鉄
所
産
報
史
料
宍
報
国
真
道
会
）

「
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
文
書
館
」
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
協
会
を
報

一〈）

「
千
古
独
見
の
士
林
子
平
」
（
耕
心
学
堂
の
「
鉄
斎
筆
十

二
賢
哲
像
」
の
解
説
）

著
書
・
論
文
目
録

「
江
戸
時
代
に
於
け
る
イ
タ
リ
ヤ
の
認
識
」
（
イ
タ
リ
ヤ

三
ノ
六
）

「
爪
珪
」
（
富
山
房
『
国
史
辞
典
』
四
所
収
）

「
拓
南
壮
行
」
（
東
京
新
聞
二
月
九
・
一
○
日
）

「
松
平
定
信
と
神
武
の
道
」
（
日
本
学
研
究
三
ノ
ー
）

「
南
方
へ
の
文
化
動
員
」
（
南
洋
経
済
研
究
四
月
号
）

「
天
壌
無
窮
史
観
」
（
政
界
往
来
一
四
ノ
五
）

「
指
導
原
理
と
し
て
の
日
本
精
神
と
南
方
民
族
」
（
関
西

大
学
新
聞
五
月
二
五
日
）

「
事
変
六
周
年
学
徒
に
憩
ふ
」
（
帝
国
大
学
新
聞
七
月
五

日
）

「
上
代
日
本
人
の
生
命
観
」
（
紀
元
二
千
六
百
年
一
一
一
ノ

｛ハ）

「
日
本
人
の
南
方
発
展
史
概
説
」
（
三
省
堂
依
頼
）

「
大
東
亜
の
指
導
原
理
と
し
て
の
神
道
」
（
関
西
大
学
新

聞
）

「
伝
統
の
反
省
」
（
成
践
教
育
三
七
）

「
大
東
亜
文
化
の
昂
揚
」
（
毎
日
新
聞
二
月
七
日
）

「
神
州
不
滅
」
（
放
送
三
ノ
ー
二
）

「
急
い
で
ま
は
れ
」
（
続
高
円
寺
だ
よ
り
⑩
）
（
以
下
（
続

高
）
と
あ
る
は
続
高
円
寺
だ
よ
り
）
（
樹
心
）

「
畏
れ
多
い
御
事
」
（
続
高
②
）

「
拓
南
壮
行
（
上
と
（
統
高
③
）

「
拓
南
壮
行
（
下
と
（
続
高
㈹
）

二
四
七
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史
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「
鷲
ヶ
陵
寮
」
（
続
高
⑤
）

「
今
日
只
今
が
一
大
事
」
（
続
高
⑥
）

「
在
京
釜
石
学
徒
会
」
（
続
高
、
）

昭
和
十
九
年
『
一
筋
の
道
』
（
日
光
書
院
）

「
機
と
勢
と
形
」
（
改
造
二
六
ノ
ー
）

「
大
東
亜
文
化
の
交
流
」
（
朝
日
新
聞
一
月
一
・
二
日
）

「
必
克
の
皇
謨
」
（
読
売
新
聞
一
月
一
日
）

「
大
東
亜
民
族
の
系
統
と
興
亡
」
（
国
祭
文
化
一
月
）

「
戦
ふ
母
」
（
修
養
団
機
関
誌
「
向
上
」
「
白
ゆ
り
」
）

「
伝
統
と
創
造
」
（
婦
人
公
論
三
月
）

「
大
東
亜
の
文
化
交
流
」
（
知
性
三
月
）

百
斤
の
Ｈ
Ｏ
宮
口
胸
の
ｏ
ｍ
Ｏ
ｐ
］
日
『
の
》
三
目
。
□
斤
盲
の
の
言
昌
］
］
・

「
暗
渠
日
和
」
（
東
京
毎
日
新
聞
三
月
五
日
）

「
権
威
と
魅
力
」
（
東
京
新
聞
三
月
六
日
）

「
羅
山
の
扁
額
」
（
日
本
読
書
新
聞
三
月
一
八
日
）

「
大
義
に
徹
す
る
実
践
」
（
言
論
報
国
四
月
号
）

二
筋
の
道
」
（
帝
国
大
学
新
聞
五
月
一
日
）

「
亜
細
亜
一
光
世
界
一
光
」
（
歴
史
一
九
ノ
五
）

「
扇
子
の
音
米
人
を
驚
か
す
」
（
朝
日
新
聞
六
月
七
日
）

「
楠
公
精
神
に
学
ぶ
」
（
帝
国
教
育
会
雑
誌
）

「
戦
争
目
的
の
凛
然
た
る
把
持
」
（
構
想
一
○
月
号
）

二
億
碧
血
の
い
ぶ
ぎ
」
（
陸
軍
画
報
一
二
月
号
）

昭
和
二
十
年
「
中
等
皇
国
史
」
（
中
等
教
科
書
株
式
会
社
）

「
皇
国
史
観
』
（
文
部
省
教
学
局
）

二
四
八

「
最
近
史
学
界
の
展
望
」
（
日
本
語
一
月
号
）

（
時
局
随
想
）
「
同
苦
共
楽
」
（
時
局
日
本
二
月
号
）

「
国
史
教
育
に
就
い
て
」
（
言
論
報
告
二
月
号
）

（
課
外
講
座
）
「
国
史
学
」
（
大
学
新
聞
三
月
二
一
日
）

（
戦
列
随
想
）
「
殿
軍
強
化
論
」
（
同
盟
通
信
三
月
二
四

［口）

「
翌
破
り
温
公
」
（
大
学
新
聞
七
月
二
日
）

昭
和
二
十
一
年
「
デ
ン
マ
ル
ク
国
の
復
興
」
（
仏
教
文
化
ニ
ノ
ー
）

「
蘭
学
の
話
」
（
朝
日
新
聞
社
「
週
刊
少
国
民
ら

昭
和
二
十
二
年
「
西
洋
人
の
書
い
た
日
本
歴
史
の
栞
」
（
日
本
歴
史
八
）

昭
和
二
十
三
年
「
衣
食
住
の
歴
史
』
（
羽
田
書
店
）

「
蘭
学
に
於
け
る
人
文
科
学
の
問
題
」
（
日
本
歴
史
一

一
）

昭
和
二
十
四
年
『
日
蘭
貿
易
史
」
（
平
凡
社
）

昭
和
二
十
五
年
『
釜
石
市
年
表
』
（
釜
石
市
役
所
）

『
俳
痴
年
譜
』
（
釜
石
市
工
藤
家
）

「
岩
手
海
浜
史
信
」
（
日
本
歴
史
三
○
）

「
俄
大
名
の
家
臣
団
」
（
日
本
歴
史
三
一
）

「
工
藤
先
生
と
啄
木
」
（
か
ま
い
し
千
夜
一
夜
）
（
以
下

（
か
）
と
あ
る
は
、
か
ま
い
し
千
夜
一
夜
）
（
岩
手
毎
日

新
聞
）

「
昔
の
俳
人
⑩
ｌ
⑤
」
（
か
）

ニ
タ
ギ
の
善
兵
工
」
（
か
）

「
葉
巻
六
十
箱
の
資
本
」
（
か
）
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「
千
島
」
（
か
）

。
山
」
（
か
）

「
増
産
」
（
か
）

「
童
謡
」
（
か
）

ラ
ネ
ズ
ミ
」
（
か
）

「
又
聞
帳
」
（
か
）

「
三
貫
島
」
（
か
）

「
中
根
と
与
板
」
（
か
）

「
浜
気
質
」
（
か
）

「
百
五
十
年
前
の
釜
石
の
物
資
」
（
か
）

「
鱈
の
話
」
「
章
魚
の
話
」
（
か
）

「
秋
渓
詩
稿
」
（
か
）

「
ま
ぎ
り
」
（
か
）

「
挨
拶
」
（
か
）

「
鉱
山
史
話
⑩
ｌ
⑪
」
（
か
）

「
お
な
ど
り
（
掠
奪
婚
と
（
か
）

昭
和
二
十
六
年
「
か
承
し
め
て
見
た
い
言
葉
」
（
か
）

「
カ
フ
ェ
ー
老
」
（
か
）

「
遅
れ
と
気
お
く
れ
」
（
社
会
時
評
）
（
以
下
（
社
）
と

あ
る
は
社
会
時
評
）
（
岩
手
日
報
）

「
教
育
の
盲
点
」
（
社
）

「
篭
馴
れ
の
反
省
」
（
社
）

「
教
育
と
教
養
」
（
社
）

「
旗
振
り
希
望
」
（
社
）

側
刊
、
‐
冠
著
書
・
論
文
目
録

「
俳
痴
忌
」
（
社
）

昭
和
二
十
七
年
「
製
鉄
遺
跡
の
発
見
」
（
法
政
大
学
史
学
会
友
報
四
）

「
草
荒
と
帆
待
」
（
日
本
歴
史
五
つ

「
人
生
六
十
年
」
（
社
）

「
寒
に
思
う
」
（
社
）

「
八
十
年
前
の
二
月
」
（
社
）

「
津
波
の
記
念
日
」
（
社
）

「
漢
字
と
言
葉
」
（
社
）

「
酪
山
乳
水
」
（
社
）

「
如
是
我
聞
」
（
社
）

「
上
京
雑
感
」
（
社
）

「
菊
池
熊
太
郎
伝
⑩
１
回
」
（
岩
手
毎
日
新
聞
）

「
菊
池
篁
三
郎
伝
」
（
岩
手
毎
日
新
聞
）

「
世
紀
の
祝
典
」
（
岩
手
毎
日
新
聞
）

「
天
瑞
句
抄
」
（
岩
手
毎
日
新
聞
）

昭
和
二
十
八
年
「
日
本
社
会
経
済
史
１
』
（
法
政
大
学
通
信
教
育
部
）

「
蘭
学
史
に
於
け
る
人
文
科
学
の
立
場
」
（
法
政
大
学
史

学
会
女
報
五
）

「
徳
川
吉
宗
」
（
日
本
歴
史
五
六
）

昭
和
二
十
九
年
「
阿
蘭
陀
通
詞
の
研
究
」
（
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
ご

「
蘭
船
ブ
レ
ス
ヶ
ン
ス
号
の
南
部
入
港
」
（
日
本
歴
史
六

八
）

「
近
世
初
期
の
時
代
理
念
」
（
歴
史
教
育
二
ノ
ー
）

「
江
戸
時
代
に
於
け
る
洋
書
の
輸
入
と
現
存
状
態
」
（
学

二
四
九
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法
政
史
学
第
一
五
号

鐙
五
一
ノ
ー
二
）

「
蘭
学
と
そ
の
系
列
、
長
崎
江
戸
で
覆
刻
し
た
蘭
書
」

（
洋
学
こ
と
は
じ
め
展
目
録
）

「
日
本
人
の
挨
拶
」
（
心
セ
ノ
六
）

「
学
問
と
師
弟
」
（
法
政
大
学
通
信
教
育
史
学
科
だ
よ
り

一
）

昭
和
三
十
年
『
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
』
（
至
文
堂
）

「
悟
真
寺
の
丘
」
（
江
戸
長
崎
談
叢
二
ノ
ー
）

「
江
戸
時
代
西
洋
文
化
の
受
容
」
ｓ
明
治
文
化
史
』
概
説

編
所
収
）

「
鎖
国
と
そ
の
解
釈
」
（
歴
史
教
育
三
ノ
一
○
）

「
最
澄
」
（
現
代
仏
教
講
座
五
巻
）

「
地
域
課
題
と
一
般
課
題
」
（
法
政
大
学
通
信
教
育
史
学

科
だ
よ
り
三
）

「
海
潮
音
」
（
岩
手
東
海
新
聞
）

「
岩
手
東
海
新
聞
千
号
に
寄
す
」
（
岩
手
東
海
新
聞
）

「
破
れ
た
中
学
生
の
夢
」
（
岩
手
東
海
新
聞
）

「
リ
ン
ゴ
の
便
り
」
（
岩
手
東
海
新
聞
）

「
北
佐
久
郡
志
を
見
て
」
（
岩
手
東
海
新
聞
）

「
禁
煙
発
心
記
」
（
か
ま
い
し
）

昭
和
三
十
一
年
「
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
英
語
へ
」
（
法
政
二
高
歴
史
研
究

七
）

「
卒
論
の
テ
ー
亘
（
法
政
大
学
通
信
教
育
史
学
科
だ
よ

り
七
）

「
山
響
」
（
か
ま
い
し
）

昭
和
一
一
一
十
二
年
「
日
本
と
東
京
」
（
日
本
歴
史
一
○
三
）

「
南
部
藩
に
於
け
る
沿
岸
富
豪
の
一
型
態
」
（
歴
史
地
理

八
七
ノ
ー
。
こ
）

昭
和
一
一
一
十
三
年
「
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
に
つ
い
て
」
（
大
東
急
記
念
文
庫
第

二
回
文
化
講
座
）

「
蘭
学
発
達
の
基
盤
及
び
契
機
と
し
て
の
漢
学
」
（
法
政

史
学
二
）

「
洋
学
界
の
新
進
馬
場
兄
弟
」
（
歴
史
教
育
六
ノ
ー
）

「
出
島
、
長
崎
、
投
銀
、
南
蛮
人
」
等
（
河
出
書
房
新

社
、
『
日
本
歴
史
大
辞
典
』
所
収
）

昭
和
三
十
四
年
「
日
蘭
文
化
交
渉
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
）

「
蘭
学
事
始
と
前
野
良
沢
」
（
文
庫
九
Ｃ

「
啄
木
の
は
が
き
」
（
学
鐙
五
六
ノ
三
）

「
芝
蘭
堂
の
新
元
会
図
の
題
言
に
つ
い
て
」
（
大
東
急
記

念
文
庫
「
か
が
承
」
創
刊
号
）

「
洋
式
楽
隊
」
（
日
本
歴
史
一
二
八
）

「
蘭
学
事
始
」
（
文
部
省
資
料
四
月
号
）

「
人
間
形
成
の
問
題
ｌ
松
平
定
信
と
神
武
の
道
‐
」
（
日

本
歴
史
一
三
六
）

「
蘭
人
の
見
た
日
本
」
（
歴
史
教
育
八
ノ
ご

「
藤
井
先
生
の
学
問
と
人
と
な
り
」
（
歴
史
地
理
公
ノ
一
一
）

昭
和
三
十
五
年
『
シ
ー
ポ
ル
ト
」
（
吉
川
弘
文
館
）

『
釜
石
市
誌
史
料
編
亘
（
釜
石
市
役
所
）

二
五
○
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「
慶
応
二
年
オ
ラ
ン
ダ
出
版
の
日
本
人
書
翰
に
つ
い
て
」

（
日
本
近
代
史
学
二
）

「
最
近
十
五
年
に
お
け
る
日
本
史
学
の
発
達
」
（
法
政
大

学
通
信
教
育
史
学
科
だ
よ
り
一
九
）

「
夜
明
け
前
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
」
（
法
政
歴
研
七
）

「
箕
作
秋
坪
と
福
沢
諭
吉
」
（
福
沢
諭
吉
全
集
一
○
巻
付

録
）

「
日
本
史
学
の
発
達
と
歴
史
教
育
」
（
日
本
歴
史
一
四

一一）

「
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
関
係
」
（
歴
史
教
育
八
ノ
ー
二
）

昭
和
三
十
六
年
『
釜
石
市
誌
史
料
編
二
』
（
釜
石
市
役
所
）

「
地
域
課
題
と
一
般
課
題
」
（
法
政
大
学
通
信
教
育
史
学

科
だ
よ
り
二
三
）
（
再
録
）

「
貞
享
四
年
仙
台
領
の
吉
利
支
丹
（
史
料
と
（
歴
史
地
理

九
○
ノ
ヮ

昭
和
三
十
七
年
『
釜
石
市
誌
史
料
編
一
一
一
』
（
釜
石
市
役
所
）

「
諸
国
巡
見
使
と
そ
の
実
際
」
（
日
本
歴
史
一
六
三
）

「
鎖
国
時
代
に
お
け
る
密
貿
易
の
実
態
」
（
法
政
大
学
文

学
部
紀
要
七
）

年
次
不
詳
愚
釜
石
雑
考
（
稿
本
一
冊
）

「
日
本
人
の
世
界
観
の
発
展
に
就
い
て
」
（
公
余
会
第
一

二
回
講
演
速
記
」
（
昭
和
六
・
七
年
ご
ろ
か
）

刊
行
予
定
書
釜
石
市
誌
史
料
編
四

お
ら
ん
だ
風
説
書
集
成

著
書
・
論
文
目
録

五
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